
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】糸切れ端の発生を防ぎ織物の品質を改善する、

円形針織機に使用する変色装置を提供する。

【解決手段】糸供給部位は、糸を捉糸位置まで送り、糸

の末端を挟み込み、糸交換時に旧糸を切断することによ

り織物から離す。駆動部位は、選択器と同時に円形針織

機の針織部に沿って運行し、第一組カム第二組カムによ

って構成されており、糸交換板と可動刀板はそれぞれ第

一組カムと第二組カムにより連動され、第一組カムと第

二組カムは、前方カム前方カムと後方カム後方カムを含

み、第一組カム中の前方カムは糸交換板を外部の作動位

置に押し出す働きを、第二組カム中の前方カムは可動刀

板を外部の放糸位置に押し出す働きを持っており、また

、第一組カム中の後方カムは糸交換板を通常の不作動位

置に戻し、第二組カムの後方カムは可動刀板を通常の挟

糸位置に戻す。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 は 、 次 の 構 成 要 素 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） を 含 む こ と を 特 徴 と し 、
（ ａ ） 制 御 器 は 、 円 形 針 織 機 の 針 織 部 に 沿 っ て 運 行 す る 選 択 器 に よ り 連 動 さ れ 、
（ ｂ ） 糸 供 給 部 位 は 、 二 つ の 部 分 に よ り 構 成 さ れ 、 糸 交 換 板 、 第 一 連 結 棒 及 び 第 二 連 結 棒
を 含 む 第 一 部 分 は 、 糸 Ｙ を 捉 糸 位 置 ま で 送 り 、 可 動 刀 板 、 駆 動 連 結 棒 を 含 む 第 二 部 分 は 、
指 令 待 ち 状 態 の 下 、 糸 の 末 端 を 挟 み 込 み 、 ま た 、 糸 交 換 時 に 旧 糸 を 切 断 す る こ と に よ り 織
物 か ら 離 し 元 の 指 令 待 ち 状 態 に 戻 し 、
（ ｃ ） 駆 動 部 位 は 、 選 択 器 と 同 時 に 円 形 針 織 機 の 針 織 部 に 沿 っ て 運 行 し 、 第 一 組 カ ム 第 二
組 カ ム に よ っ て 構 成 さ れ 、 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 は そ れ ぞ れ 第 一 組 カ と 第 二 組 カ ム に よ り 連
動 さ れ 、 第 一 組 カ ム と 第 二 組 カ ム は 、 前 方 カ ム （ ｆ ｏ ｒ ｗ ａ ｒ ｄ 　 ｃ ａ ｍ ） と 後 方 カ ム （
ｂ ａ ｃ ｋ ｗ ａ ｒ ｄ 　 ｃ ａ ｍ ） を 含 み 、 第 一 組 カ ム 中 の 前 方 カ ム は 糸 交 換 板 を 外 部 の 作 動 位
置 （ ｅ ｘ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に 押 し 出 す 働 き を 、 第 二 組 カ ム 中 の 前 方 カ ム
は 可 動 刀 板 を 外 部 の 放 糸 位 置 （ ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｏ ｎ ） に 押 し 出 す 働 き を 持 ち
、 ま た 、 第 一 組 カ ム 中 の 後 方 カ ム は 糸 交 換 板 を 通 常 の 不 作 動 位 置 （ ｎ ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ
ｉ ｔ ｏ ｎ ） に 戻 し 、 第 二 組 カ ム の 後 方 カ ム は 可 動 刀 板 を 通 常 の 挟 糸 位 置 （ ｈ ｏ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ
　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に 戻 す こ と を 特 徴 と す る 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 連 結 棒 先 端 両 側 に は そ れ ぞ れ 上 方 に 突 出 し た 前 方 突 出 部 及 び 下 方 に 突 出 し た 後
方 突 出 部 を 突 設 、 こ の 前 方 突 出 部 は 第 一 組 カ ム 中 の 前 方 カ ム に よ り 連 動 さ れ 、 後 方 突 出 部
は 第 一 組 カ ム の 後 方 カ ム に 連 動 さ れ 、 ま た 、 後 端 が 第 二 連 結 棒 の 後 端 に 嵌 合 さ れ た 糸 交 換
板 は 、 第 二 連 結 棒 の 連 動 を 受 け 通 常 の 不 作 動 位 置 （ ｎ ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） と
、 外 部 に 延 伸 し た 作 動 位 置 （ ｅ ｘ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 間 を 前 後 運 動 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 可 動 刀 板 後 端 は 駆 動 連 結 棒 後 端 に 嵌 合 さ れ 、 そ の 駆 動 連 結 棒 ５ １ 先 端 両 側 に は そ れ
ぞ れ 上 向 き の 前 方 突 出 部 、 及 び 下 向 き の 後 方 突 出 部 が 突 設 さ れ 、 そ の 前 方 突 出 部 は 第 二 組
カ ム 中 の 前 方 カ ム に よ っ て 連 動 さ れ 、 後 方 突 出 部 は 第 二 組 カ ム 中 の 後 方 カ ム に よ っ て 連 動
さ れ 、 ま た 、 そ れ ら に 連 動 さ れ る 可 動 刀 板 は 通 常 の 挟 糸 位 置 （ ｈ ｏ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ
ｔ ｉ ｏ ｎ ） と 外 部 に 延 伸 し た 放 糸 位 置 （ ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 間 の 前 後 運
動 を す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 二 組 カ ム 中 の 前 記 前 方 カ ム は 、 固 定 カ ム と 可 動 式 カ ム を 含 み 、 第 一 斜 面 は 固 定 カ
ム の 先 端 に 位 置 し 、 ま た 可 動 式 カ ム ７ ４ は 第 二 斜 面 を 具 え 、 固 定 カ ム と 可 動 式 カ ム は 異 な
る 高 さ に 位 置 し 、 ま た 、 前 記 糸 供 給 部 位 の 数 個 の 駆 動 連 結 棒 は 、 高 低 の 異 な る 二 種 の 前 方
突 出 部 を 具 え 、 比 較 的 高 さ の 高 い 前 方 突 出 部 は 固 定 カ ム の 第 一 斜 面 に よ り 押 し 動 か さ れ 、
比 較 的 高 さ の 低 い 前 方 突 出 部 は 可 動 式 カ ム の 第 二 斜 面 に よ っ て 押 し 動 か さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 可 動 式 カ ム は 、 ボ ル ト で 前 方 カ ム に 固 定 さ れ 、 ボ ル ト を 緩 め る と 、 固 定 カ ム に 相 対
す る 可 動 式 カ ム の 位 置 を 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ の 円 形 針 織 機 の 変 色 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 針 織 機 の 変 色 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 別 に 円 形 針 織 機 （ ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｌ ａ
ｒ 　 ｋ ｎ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ｍ ａ ｃ ｈ ｉ ｎ ｅ ） に 使 用 し た 変 色 装 置 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 円 形 針 織 機 に お け る 変 色 装 置 の 技 術 は 、 以 前 よ り 人 々 に 熟 知 さ れ て い る と お り で あ る 。
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例 え ば 既 に 認 可 公 開 さ れ て い る 特 許 文 献 １ 「 Ｓ Ｔ Ｒ Ｉ Ｐ Ｉ Ｎ Ｇ 　 Ａ Ｐ Ｐ Ａ Ｒ Ａ Ｔ Ｕ Ｓ 　 Ｆ
Ｏ Ｒ 　 Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｕ Ｌ Ａ Ｒ 　 Ｋ Ｎ Ｉ Ｔ Ｔ Ｉ Ｎ Ｇ 　 Ｍ Ａ Ｃ Ｈ Ｉ Ｎ Ｅ Ｓ 」 及 び 特 許 文 献 ２ 「 Ｓ Ｔ
Ｒ Ｉ Ｐ Ｉ Ｎ Ｇ 　 Ｓ Ｙ Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ 　 Ｆ Ｏ Ｒ 　 Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｕ Ｌ Ａ Ｒ 　 Ｋ Ｎ Ｉ Ｔ Ｔ Ｉ Ｎ Ｇ 　 Ｍ Ａ Ｃ Ｈ
Ｉ Ｎ Ｅ 」 に は そ れ ぞ れ 、 異 な る 糸 を 針 織 機 の 織 針 に 用 い た 変 色 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 ま
た 、 や は り 認 可 さ れ た 特 許 文 献 ３ 「 Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｕ Ｌ Ａ Ｒ 　 Ｋ Ｎ Ｉ Ｔ Ｔ Ｉ Ｎ Ｇ 　 Ｍ Ａ Ｃ Ｈ Ｉ Ｎ
Ｅ 　 Ｓ Ｔ Ｒ Ｉ Ｐ Ｅ Ｒ 　 Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ Ｒ Ｏ Ｌ 　 Ｓ Ｙ Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ 」 に は 、 変 色 装 置 中 に 用 い た 制 御 器
２ ０ が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 特 許 文 献 ３ の 中 に 記 載 さ れ た 変 色 装 置 の 構 造 は 図 １ か ら 図 ４ に 示 す と お り で あ る が
、 そ れ は 、 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 １ １ 及 び 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 を 駆 動 す る 駆 動 部 位 （ 図 中 未
示 ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。 糸 交 換 板 は 通 常 、 不 作 動 位 置 に 位 置 し 、 可 動 刀 板 は 本 体 に 収
め ら れ て い る 。 並 び に 、 糸 は 、 鈎 部 に よ っ て 前 縁 に 挟 み 込 ま れ る 。 糸 供 給 が 開 始 す る と 、
糸 交 換 板 は 駆 動 部 位 に よ っ て 押 し 出 さ れ 、 糸 交 換 板 の 先 端 は 外 側 に 延 伸 す る 。 （ 図 ２ 参 照
） 同 時 に 糸 交 換 板 の 後 端 は 可 動 刀 板 １ １ の 第 一 止 め 金 に ぶ つ か り 、 連 動 す る 可 動 刀 板 に よ
っ て 図 ３ の 左 方 向 に 移 動 、 糸 交 換 板 が 外 部 の 糸 供 給 位 置 に ま で 達 す る と 、 糸 Ｙ は 可 動 刀 板
の 鈎 部 か ら 離 れ る 。 （ 図 ３ 参 照 ） 当 然 な が ら 、 鈎 部 か ら 離 れ る 以 前 、 糸 Ｙ は 既 に 糸 交 換 板
に よ っ て 糸 挿 入 位 置 に 送 ら れ て お り 、 並 び に 織 針 （ ｎ ｅ ｅ ｄ ｌ ｅ ） に 引 っ 掛 け ら れ て い る
為 、 針 織 作 業 は 進 行 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 後 に 、 別 の 糸 に 取 換 え る 場 合 、 先 に 糸 供 給 位 置 に ま で 延 伸 し た 糸 交 換 板 １ ０ は 駆 動 部
位 に よ り 通 常 位 置 （ 図 １ の 位 置 ） に 戻 さ れ 、 糸 交 換 板 は 図 ４ の 右 側 方 向 に 移 動 す る 中 、 糸
交 換 板 突 出 部 が 可 動 刀 板 の 第 二 止 め 金 １ １ ２ に ぶ つ か り 、 続 い て 可 動 刀 板 を 連 動 し て 右 側
方 向 に 移 動 、 通 常 位 置 に 戻 っ た 後 、 可 動 刀 板 の 鈎 部 が 本 体 の 前 縁 箇 所 で 糸 Ｙ を 切 断 す る の
と 同 時 に 糸 Ｙ の 後 端 を 本 体 １ ２ の 前 縁 に 挟 み 込 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 一 般 に 言 え ば 、 こ の 種 の 変 色 装 置 は 数 種 の 異 な る 色 の 糸 を 提 供 で き 、 例
え ば 、 四 色 変 色 装 置 で あ る な ら 、 四 組 の 相 互 に 並 列 す る 糸 交 換 板 及 び 可 動 刀 板 に よ り 構 成
さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ が 四 種 の 糸 の 交 換 を 行 う 。 六 色 変 色 装 置 も ま た 同 様 の 構 造 で 、 糸 の
数 が 多 く な れ ば な る ほ ど 変 色 装 置 の 幅 は 広 く な る 。 前 記 特 許 文 献 ３ の 中 に 記 載 さ れ て い る
変 色 装 置 は 可 動 刀 板 の が 糸 交 換 板 を 連 動 す る 構 造 で 、 糸 交 換 板 が 駆 動 部 位 に よ っ て 通 常 位
置 方 向 に 移 動 す る 場 合 、 可 動 刀 板 の 第 二 止 め 金 に ぶ つ か る ま で に 若 干 遅 れ 時 間 差 が 生 じ 、
こ の 種 の 同 一 駆 動 部 位 に 連 動 さ れ る 構 造 で は 、 可 動 刀 板 の 糸 切 断 時 間 が 若 干 遅 れ て し ま う
。 糸 取 換 え 時 、 例 え ば １ 号 糸 と ６ 号 糸 の よ う に 新 旧 二 本 の 糸 の 位 置 間 隔 が 離 れ て い る 場 合
、 こ の 動 作 の 時 間 差 も 増 え 、 糸 の 放 出 時 間 も 遅 く な り 、 糸 の 後 端 が ま だ 可 動 刀 板 に 挟 ま れ
て い る 状 況 の 下 、 先 に 引 っ 張 ら れ 切 断 さ れ て 糸 末 端 が 残 留 す る こ と に な る 。 （ 図 ２ ） ま た
、 こ の 引 っ 張 ら れ て 切 断 さ れ た 糸 末 端 は そ の 後 放 さ れ て 落 下 す る と 、 針 織 運 動 に 伴 っ て 織
物 の 中 へ 混 入 す る こ と も 容 易 に 発 生 し 、 織 物 品 質 に 影 響 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ６ ５ ５ １ ７ ６ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ０ ７ ０ ７ ０ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ５ ２ １ ８ ８ ４ ５ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 糸 切 れ 端 の 発 生 を 防 ぎ 織 物 の 品 質 を 改 善 す る 、 円 形 針 織 機 に 使 用 す る
変 色 装 置 を 提 案 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 は 、 異 な る カ ム を 用 い て そ れ ぞ れ 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 を
駆 動 す る 為 、 糸 取 換 え 時 、 二 本 の 糸 の 間 隔 が 比 較 的 開 い て い る 場 合 で あ っ て も 、 異 な る カ
ム の 動 作 時 間 を 調 節 、 制 御 す る こ と に よ っ て 旧 糸 を 素 早 く 元 に 戻 し て 切 断 、 そ の 後 、 新 糸

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-146346 A 2007.6.14



が 引 っ 張 ら れ て 切 断 さ れ る 前 に そ の 糸 後 端 を 可 動 刀 板 箇 所 か ら 放 す と い う 特 徴 を 持 つ 。 そ
れ に よ り 、 糸 が 引 っ 張 ら れ て 切 断 さ れ る の を 防 ぐ 為 、 糸 切 れ 端 の 発 生 を 妨 げ 、 織 物 の 品 質
向 上 に 効 果 的 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 は 、 次 の 構 成 要 素 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） を 含 む
こ と を 特 徴 と し 、
（ ａ ） 制 御 器 は 、 円 形 針 織 機 の 針 織 部 に 沿 っ て 運 行 す る 選 択 器 に よ り 連 動 さ れ 、
（ ｂ ） 糸 供 給 部 位 は 、 二 つ の 部 分 に よ り 構 成 さ れ 、 糸 交 換 板 、 第 一 連 結 棒 及 び 第 二 連 結 棒
を 含 む 第 一 部 分 は 、 糸 Ｙ を 捉 糸 位 置 ま で 送 り 、 可 動 刀 板 、 駆 動 連 結 棒 を 含 む 第 二 部 分 は 、
指 令 待 ち 状 態 の 下 、 糸 の 末 端 を 挟 み 込 み 、 ま た 、 糸 交 換 時 に 旧 糸 を 切 断 す る こ と に よ り 織
物 か ら 離 し 元 の 指 令 待 ち 状 態 に 戻 し 、
（ ｃ ） 駆 動 部 位 は 、 選 択 器 と 同 時 に 円 形 針 織 機 の 針 織 部 に 沿 っ て 運 行 し 、 第 一 組 カ ム 第 二
組 カ ム に よ っ て 構 成 さ れ 、 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 は そ れ ぞ れ 第 一 組 カ ム と 第 二 組 カ ム に よ り
連 動 さ れ 、 第 一 組 カ ム と 第 二 組 カ ム は 、 前 方 カ ム （ ｆ ｏ ｒ ｗ ａ ｒ ｄ 　 ｃ ａ ｍ ） と 後 方 カ ム
（ ｂ ａ ｃ ｋ ｗ ａ ｒ ｄ 　 ｃ ａ ｍ ） を 含 み 、 第 一 組 カ ム 中 の 前 方 カ ム は 糸 交 換 板 を 外 部 の 作 動
位 置 （ ｅ ｘ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に 押 し 出 す 働 き を 、 第 二 組 カ ム 中 の 前 方 カ
ム は 可 動 刀 板 を 外 部 の 放 糸 位 置 （ ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｏ ｎ ） に 押 し 出 す 働 き を 持
ち 、 ま た 、 第 一 組 カ ム 中 の 後 方 カ ム は 糸 交 換 板 を 通 常 の 不 作 動 位 置 （ ｎ ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｐ ｏ
ｓ ｉ ｔ ｏ ｎ ） に 戻 し 、 第 二 組 カ ム の 後 方 カ ム は 可 動 刀 板 を 通 常 の 挟 糸 位 置 （ ｈ ｏ ｌ ｄ ｉ ｎ
ｇ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に 戻 す こ と を 特 徴 と す る 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 第 一 連 結 棒 先 端 両 側 に は そ れ ぞ れ 上 方 に 突 出 し た 前 方 突 出 部 及
び 下 方 に 突 出 し た 後 方 突 出 部 を 突 設 、 こ の 前 方 突 出 部 は 第 一 組 カ ム 中 の 前 方 カ ム に よ り 連
動 さ れ 、 後 方 突 出 部 は 第 一 組 カ ム の 後 方 カ ム に 連 動 さ れ 、 ま た 、 後 端 が 第 二 連 結 棒 の 後 端
に 嵌 合 さ れ た 糸 交 換 板 は 、 第 二 連 結 棒 の 連 動 を 受 け 通 常 の 不 作 動 位 置 （ ｎ ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｐ
ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） と 、 外 部 に 延 伸 し た 作 動 位 置 （ ｅ ｘ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ）
間 を 前 後 運 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 可 動 刀 板 後 端 は 駆 動 連 結 棒 後 端 に 嵌 合 さ れ 、 そ の 駆 動 連 結 棒 ５
１ 先 端 両 側 に は そ れ ぞ れ 上 向 き の 前 方 突 出 部 、 及 び 下 向 き の 後 方 突 出 部 が 突 設 さ れ 、 そ の
前 方 突 出 部 は 第 二 組 カ ム 中 の 前 方 カ ム に よ っ て 連 動 さ れ 、 後 方 突 出 部 ５ １ １ は 第 二 組 カ ム
中 の 後 方 カ ム に よ っ て 連 動 さ れ 、 ま た 、 そ れ ら に 連 動 さ れ る 可 動 刀 板 は 通 常 の 挟 糸 位 置 （
ｈ ｏ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） と 外 部 に 延 伸 し た 放 糸 位 置 （ ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｐ ｏ
ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 間 の 前 後 運 動 を す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装
置 と し て い る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 第 二 組 カ ム 中 の 前 記 前 方 カ ム は 、 固 定 カ ム と 可 動 式 カ ム を 含 み
、 第 一 斜 面 は 固 定 カ ム の 先 端 に 位 置 し 、 ま た 可 動 式 カ ム ７ ４ は 第 二 斜 面 を 具 え 、 固 定 カ ム
と 可 動 式 カ ム は 異 な る 高 さ に 位 置 し 、 ま た 、 前 記 糸 供 給 部 位 の 数 個 の 駆 動 連 結 棒 は 、 高 低
の 異 な る 二 種 の 前 方 突 出 部 を 具 え 、 比 較 的 高 さ の 高 い 前 方 突 出 部 は 固 定 カ ム の 第 一 斜 面 に
よ り 押 し 動 か さ れ 、 比 較 的 高 さ の 低 い 前 方 突 出 部 は 可 動 式 カ ム の 第 二 斜 面 に よ っ て 押 し 動
か さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 と し て い る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 前 記 可 動 式 カ ム は 、 ボ ル ト で 前 方 カ ム に 固 定 さ れ 、 ボ ル ト を 緩 め る
と 、 固 定 カ ム に 相 対 す る 可 動 式 カ ム の 位 置 を 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ の
円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 円 形 針 織 機 の 変 色 装 置 は 、 異 な る カ ム を 用 い て そ れ ぞ れ 糸 交 換 板 ４ ０ と 可 動 刀
板 を 駆 動 す る 為 、 糸 取 換 え 時 、 二 本 の 糸 の 間 隔 が 比 較 的 開 い て い る 場 合 で あ っ て も 、 異 な
る カ ム の 動 作 時 間 を 調 節 、 制 御 す る こ と に よ っ て 旧 糸 を 素 早 く 元 に 戻 し て 切 断 、 そ の 後 、
新 糸 が 引 っ 張 ら れ て 切 断 さ れ る 前 に そ の 糸 後 端 を 可 動 刀 板 箇 所 か ら 放 す と い う 特 徴 を 持 つ
。 そ れ に よ り 、 糸 が 引 っ 張 ら れ て 切 断 さ れ る の を 防 ぐ 為 、 糸 切 れ 端 の 発 生 を 妨 げ 、 織 物 の
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品 質 向 上 に 効 果 的 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ に 、 本 発 明 の 実 施 例 で あ る 変 色 装 置 の 構 造 を 示 す 。 そ れ は 、 制 御 器 ２ ０ 、 糸 提 供 部
位 、 及 び 駆 動 部 位 に よ り 構 成 さ れ 、 制 御 器 ２ ０ は 、 円 形 針 織 機 の 針 織 部 に 沿 っ て 運 行 し て
い る 選 択 器 ３ ０ に よ っ て 押 し 動 か さ れ る 。 電 子 装 置 で あ る 選 択 器 ３ ０ の 数 個 の 可 動 部 品 ３
１ （ こ の 機 能 は カ ム に 等 し い ） は 、 通 常 、 無 効 位 置 に あ る が 、 制 御 回 路 ま た は メ イ ン コ ン
ピ ュ ー タ ー に よ っ て 選 択 器 ３ ０ が 制 御 器 ２ ０ 近 く に 移 動 、 接 触 位 置 に 到 達 し た 可 動 部 品 ３
１ に よ り 、 相 対 す る 制 御 器 ２ ０ 上 の ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ が 連 動 、 ト リ ガ ー
（ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ は 起 動 位 置 （ ｅ ｎ ａ ｂ ｌ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に 達 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 制 御 器 ２ ０ は 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ 及 び 第 一 安 全 テ コ ２ ２ 、 第 二 安 全 テ
コ ２ ３ を 含 む 。 第 一 安 全 テ コ ２ ２ と 第 二 安 全 テ コ ２ ３ の 一 端 は 、 第 一 枢 軸 ２ ２ １ に お い て
側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ の 両
端 は 、 そ れ ぞ れ 第 一 端 ２ １ ０ と 第 二 端 ２ １ １ で あ る が 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２
１ は 鈎 状 位 置 回 復 部 を 突 設 す る 第 一 端 ２ １ ０ と 第 二 端 ２ １ １ 間 に 位 置 す る 第 二 枢 軸 ２ １ ３
に よ っ て 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ に 取 り 付 け ら れ 、 ま た ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２
１ の 一 側 面 に は 第 二 鈎 部 ２ １ ４ を 突 設 す る 。 通 常 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ 、
第 一 安 全 テ コ ２ ２ 及 び 第 二 安 全 テ コ ２ ３ は 全 て 閉 鎖 位 置 に あ り （ 図 ７ 、 ８ 参 照 ） 、 こ の 時
第 一 安 全 テ コ ２ ２ 及 び 第 二 安 全 テ コ ２ ３ は 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ の 第 二 端
２ １ １ に よ り 押 圧 さ れ た 状 態 で あ る 。 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ は 第 一 端 ２ １ ０
が 外 力 を 受 け る と 第 二 枢 軸 ２ １ ３ を 軸 と し て 起 動 位 置 に 偏 移 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ
ｓ ） ２ １ の 第 二 端 ２ １ １ が 第 一 安 全 テ コ ２ ２ 及 び 第 二 安 全 テ コ ２ ３ 上 部 の 凹 部 ２ ２ ０ 凹 部
２ ３ ０ ま で 滑 移 す る と 、 第 一 安 全 テ コ ２ ２ 及 び 第 二 安 全 テ コ ２ ３ は 第 一 枢 軸 ２ ２ １ を 軸 と
し て ロ ッ ク 解 除 位 置 ま で 上 方 に 動 く 。 制 御 器 ２ ０ 全 体 は 、 複 数 の ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ
ｒ ｓ ） ２ １ 及 び 第 一 安 全 テ コ ２ ２ 第 二 安 全 テ コ ２ ３ に よ っ て 組 み 合 わ さ れ て お り 、 且 つ 、
こ れ ら の 部 位 は そ れ ぞ れ 並 列 、 制 御 器 ２ ０ 全 体 を 構 成 し て い る 。 通 常 、 同 一 部 位 中 に お け
る ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ に 相 対 す る 第 一 安 全 テ コ ２ ２ の 位 置 は 図 ７ に 示 す と
お り で あ り 、 ま た 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ に 相 対 す る 第 二 安 全 テ コ ２ ３ 位 置
は 図 ８ に 示 す と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 円 形 針 織 機 の 縁 に 固 着 す る 糸 供 給 部 位 は 、 二 つ の 部 分 に よ り 構 成 さ れ 、 糸 交 換 板 ４ ０ 第
一 連 結 棒 ４ １ 第 二 連 結 棒 ４ ２ を 含 む 第 一 部 分 は 、 糸 Ｙ を 捉 糸 位 置 ま で 送 る こ と を 機 能 と し
、 可 動 刀 板 ５ ０ 、 駆 動 連 結 棒 ５ １ を 含 む 第 二 部 分 は 、 指 令 待 ち 状 態 の 下 、 糸 Ｙ の 末 端 を 挟
み 込 み 、 糸 交 換 時 に 切 断 す る こ と に よ り 織 物 か ら 離 し 元 の 指 令 待 ち 状 態 に 戻 す こ と を 機 能
と す る 。 ま た 、 前 記 の 制 御 器 ２ ０ は こ の 糸 供 給 部 位 の 上 方 に 固 着 す る 。 第 一 部 分 と 第 二 部
分 の 二 つ の 実 施 例 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 一 部 分 の 糸 交 換 板 ４ ０ 、 第 一 連 結 棒 ４ １ 、 第 二 連 結 棒 ４ ２ は 先 端 後 端 を 連 結 し た 三 連
結 棒 構 造 で あ り 、 幾 本 か の 異 色 の 糸 Ｙ は そ れ ぞ れ 異 な る 導 糸 環 ２ ５ を 経 て 、 糸 交 換 板 ４ ０
先 端 の 穿 孔 ４ ０ １ に 通 さ れ る 。 通 常 に お い て 、 そ り 状 板 で あ る 第 一 連 結 棒 ４ １ の 後 端 と 第
二 連 結 棒 ４ ２ の 先 端 は 嵌 合 さ れ て お り 、 第 一 連 結 棒 ４ １ の 中 程 に あ る 突 起 部 ４ １ ２ と 第 一
安 全 テ コ ２ ２ の 底 部 は 常 に 接 触 状 態 を 保 持 、 ま た 第 一 連 結 棒 ４ １ の 先 端 両 側 面 に は 上 向 き
の 前 方 突 出 部 ４ １ ０ 及 び 下 向 き の 後 方 突 出 部 ４ １ １ を 突 設 す る 。 第 二 連 結 棒 ４ ２ の 後 端 と
糸 交 換 板 ４ ０ の 後 端 も 嵌 合 さ れ て い る 。 第 二 連 結 棒 ４ ２ は 第 一 連 結 棒 ４ １ の 牽 引 力 を 糸 交
換 板 ４ ０ に 伝 え る こ と を 機 能 と し 、 並 び に 第 一 連 結 棒 ４ １ の 牽 引 方 向 が 変 わ る と 、 連 動 さ
れ る 糸 交 換 板 ４ ０ も 通 常 の 不 作 動 位 置 （ ｎ ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） （ 図 ７ 参 照 ）
と 外 部 に 突 伸 し た 作 動 位 置 （ ｅ ｘ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） （ 図 １ １ 参 照 ） の 間
を 前 後 移 動 す る 。 第 一 部 分 は 、 他 に 、 第 一 弾 力 部 品 ４ ３ 、 第 二 弾 力 部 品 ４ ４ を 含 ん で お り
、 第 一 弾 力 部 品 ４ ３ の 一 端 は 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ に 固 定 、 も う 一 端 は 第 一 連 結 棒 ４ １
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の 先 端 下 方 位 置 で 第 一 連 結 棒 ４ １ を 支 え て い る 。 こ れ に よ り 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ
ｓ ） ２ １ が 起 動 位 置 に 偏 移 （ 図 ９ 参 照 ） し た 場 合 、 第 一 弾 力 部 品 ４ ３ の 上 向 き に 押 し 上 げ
る 力 に よ っ て 第 一 連 結 棒 ４ １ の 先 端 も ま た 上 方 に 押 し 上 げ ら れ 、 同 時 に 第 一 安 全 テ コ ２ ２
が ロ ッ ク 解 除 位 置 に 移 動 す る こ と で 、 第 一 連 結 棒 ４ １ の 前 方 突 出 部 ４ １ ０ が 側 板 （ ｐ ｌ ａ
ｔ ｅ ） ２ ４ か ら 突 出 、 ま も な く 押 し 出 さ れ る 指 令 待 ち 状 態 と な る 。 ま た 、 第 二 弾 力 部 品 ４
４ の 機 能 も 第 一 弾 力 部 品 ４ ３ と 同 様 、 第 一 弾 力 部 品 ４ ３ を 補 助 し 糸 提 供 部 位 に 必 要 な 弾 力
を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 二 部 分 の 可 動 刀 板 ５ ０ 後 端 と 駆 動 連 結 棒 ５ １ 後 端 は 嵌 合 さ れ 、 駆 動 連 結 棒 ５ １ の 中 程
上 方 に 突 設 し た 突 起 部 ５ １ ２ は 、 第 二 安 全 テ コ ２ ３ 底 部 と 常 に 接 触 状 態 を 保 持 、 ま た 、 駆
動 連 結 棒 ５ １ 先 端 両 側 そ れ ぞ れ に 、 上 向 き の 前 方 突 出 部 ５ １ ０ と 下 向 き の 後 方 突 出 部 ５ １
１ を 突 設 し 、 ５ ０ の 通 常 挟 糸 位 置 （ ｈ ｏ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） （ 図 ８ 参 照 ） と
、 外 部 に 突 伸 し た 放 糸 位 置 （ ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） （ 図 １ ２ 参 照 ） 間 の 前
後 運 動 を 連 動 す る 。 第 二 部 分 は ま た 第 三 弾 力 部 品 ５ ２ を 含 み 、 第 三 弾 力 部 品 ５ ２ の 一 端 は
側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ に 固 着 、 も う 一 端 は 駆 動 連 結 棒 ５ １ 下 方 の 先 端 に 近 い 箇 所 に お い
て 駆 動 連 結 棒 ５ １ を 支 え て い る 為 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ が 起 動 位 置 に 偏 移
し た 場 合 （ 図 １ ０ 参 照 ） 、 第 三 弾 力 部 品 ５ ２ の 上 方 に 押 し 上 げ る 力 に よ り 駆 動 連 結 棒 ５ １
の 先 端 を 上 に 持 ち 上 げ 、 同 時 に 第 二 安 全 テ コ ２ ３ が ロ ッ ク 解 除 位 置 に 移 る こ と で 駆 動 連 結
棒 ５ １ の 前 方 突 出 部 ５ １ ０ が 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ か ら 突 出 、 ま も な く 押 し 出 さ れ る 指
令 待 ち 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 駆 動 部 位 は 、 第 一 組 カ ム ６ ０ 第 二 組 カ ム ７ ０ 位 置 回 復 カ ム ８ ０ を 含 み 、 こ れ ら と 選 択 器
３ ０ は 共 に 取 付 板 ９ ０ に 取 り 付 け ら れ （ 図 ６ 参 照 ） 、 並 び に 選 択 器 ３ ０ と 同 時 に 、 円 形 針
織 機 の 針 織 部 に 沿 っ て 運 行 す る 。 第 一 組 カ ム ６ ０ と 第 二 組 カ ム ７ ０ は 、 そ れ ぞ れ 前 方 カ ム
６ １ 、 前 方 カ ム ７ １ と 後 方 カ ム ６ ２ 、 後 方 カ ム ７ ２ を 含 み 、 第 一 組 カ ム ６ ０ 中 の 前 方 カ ム
６ １ は 糸 交 換 板 ４ ０ を 外 部 の 作 動 位 置 に 押 し 出 す 働 き を 、 ま た 第 二 組 カ ム ７ ０ の 前 方 カ ム
７ １ は 可 動 刀 板 ５ ０ を 外 部 の 放 糸 位 置 に 押 し 出 す 働 き を 持 つ 。 第 一 組 カ ム ６ ０ の 後 方 カ ム
６ ２ は 糸 交 換 板 ４ ０ を 通 常 の 不 作 動 位 置 に 戻 し 、 第 二 組 カ ム ７ ０ の 後 方 カ ム ７ ２ は 可 動 刀
板 ５ ０ を 通 常 の 挟 糸 位 置 に 戻 す 。 挟 糸 位 置 に あ る 時 、 可 動 刀 板 ５ ０ 先 端 の 鈎 部 ５ ０ ２ は 糸
Ｙ の 後 端 を 鈎 部 ５ ０ ２ と 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ 間 に 挟 み 込 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ９ ～ 図 １ ６ を 用 い て 、 実 際 の 作 動 方 式 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ９ に 示 す と お り 、 選 択 器 ３ ０ の 可 動 部 品 ３ １ は 制 御 回 路 ま た は メ イ ン コ ン ピ ュ ー タ ー
に よ り コ ン ト ロ ー ル さ れ 、 接 触 位 置 に 移 動 、 並 び に 選 択 器 ３ ０ は 制 御 器 ２ ０ 近 く を 通 過 、
接 触 位 置 に 到 達 し た 可 動 部 品 ３ １ が 相 対 す る ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ の 第 二 鈎
部 ２ １ ４ を 作 動 さ せ 、 各 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ の 第 二 鈎 部 ２ １ ４ の 高 さ が 異
な る 為 、 選 択 器 ３ ０ 中 の 異 な る 可 動 部 品 ３ １ が 相 対 す る ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２
１ の 第 二 鈎 部 ２ １ ４ に 接 触 、 そ れ を 作 動 さ せ た 後 、 ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ は
起 動 位 置 （ ｅ ｎ ａ ｂ ｌ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） ま で 移 動 す る 。 こ の 時 、 第 一 安 全 テ コ ２ ２
が ロ ッ ク 解 除 位 置 に 移 る こ と で 、 第 一 連 結 棒 ４ １ の 前 方 突 出 部 ４ １ ０ は 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ
） ２ ４ か ら 突 出 、 ま も な く 押 し 出 さ れ る 指 令 待 ち 位 置 に 達 す る 。 同 時 に 、 駆 動 連 結 棒 ５ １
の 前 方 突 出 部 ５ １ ０ も ま た 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ か ら 突 出 し 、 同 じ く 、 ま も な く 押 し 出
さ れ る 指 令 待 ち 位 置 に 達 す る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 続 い て 、 駆 動 部 位 は 糸 供 給 部 位 に 移 動 、 こ の 時 第 一 組 カ ム ６ ０ の 前 方 カ ム ６ １ の 第 一 斜
面 ６ １ ０ は 、 第 一 連 結 棒 ４ １ の 前 方 突 出 部 ４ １ ０ と 接 触 し て 第 一 連 結 棒 ４ １ と 第 二 連 結 棒
４ ２ を 連 動 、 糸 交 換 板 ４ ０ を 外 部 の 作 動 位 置 に 押 し 出 す （ 図 １ １ 参 照 ） 。 ま た 、 第 二 組 カ
ム ７ ０ 中 の 前 方 カ ム ７ １ の 第 一 斜 面 ７ １ ０ も ま た 駆 動 連 結 棒 ５ １ の 前 方 突 出 部 ５ １ ０ に 接
触 し て 、 駆 動 連 結 棒 ５ １ を 連 動 す る 為 、 可 動 刀 板 ５ ０ は 外 部 の 放 糸 位 置 に 押 し 出 さ れ る （
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図 １ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 位 置 回 復 カ ム ８ ０ が 再 び 制 御 器 ２ ０ に 移 動 す る 際 、 位 置 回 復 カ ム ８ ０ の 前 段 斜 面 ８ ０ １
は ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ の 鈎 状 位 置 回 復 部 に 徐 々 に 近 づ き 、 位 置 回 復 カ ム ８
０ の 後 段 平 面 ８ ０ ２ が ト リ ガ ー （ ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｓ ） ２ １ を 通 常 の ロ ッ ク 位 置 に 押 し 戻 す
こ と に よ り 、 第 一 連 結 棒 ４ １ の 後 方 突 出 部 ４ １ １ は 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ の 下 方 に 露 出
す る （ 図 １ ３ 参 照 ） 。 こ れ と 同 時 に 駆 動 連 結 棒 ５ １ の 後 方 突 出 部 ５ １ １ も ま た 側 板 （ ｐ ｌ
ａ ｔ ｅ ） ２ ４ の 下 方 に 露 出 す る （ 図 １ ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 最 後 に 駆 動 部 位 が 再 び 糸 供 給 部 位 に 移 動 す る と 、 第 一 組 カ ム ６ ０ 中 の 後 方 カ ム ６ ２ の 第
一 斜 面 ６ ２ ０ が 第 一 連 結 棒 ４ １ の 後 方 突 出 部 ４ １ １ に 接 触 、 第 一 連 結 棒 ４ １ と 第 二 連 結 棒
４ ２ が 連 動 さ れ る こ と に よ り 、 糸 交 換 板 ４ ０ を 通 常 の 不 作 動 位 置 に 引 き 戻 す （ 図 １ ５ 参 照
） 。 第 二 組 カ ム ７ ０ 中 の 後 方 カ ム ７ ２ の 第 一 斜 面 ７ ２ ０ も 駆 動 連 結 棒 ５ １ の 後 方 突 出 部 ５
１ １ に 接 触 、 駆 動 連 結 棒 ５ １ を 連 動 す る こ と に よ り 、 更 に 可 動 刀 板 ５ ０ を 通 常 の 挟 糸 位 置
に 引 き 戻 す （ 図 １ ６ 参 照 ） 。 こ の 時 可 動 刀 板 ５ ０ 先 端 の 鈎 部 ５ ０ ２ は 、 糸 Ｙ の 後 端 を 鈎 部
５ ０ ２ と 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ２ ４ の 間 に 挟 み こ む の と 同 時 に 糸 Ｙ を 切 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 一 組 カ ム ６ ０ 中 の 後 方 カ ム ６ ２ と 第 二 組 カ ム ７ ０ 中 の 後 方 カ ム ７ ２ の 相 互 の 作 動 時 間
差 （ 即 ち 第 一 斜 面 ６ ２ ０ の 後 方 突 出 部 ４ １ １ へ の 接 触 と 、 第 一 斜 面 ７ ２ ０ の 後 方 突 出 部 ５
１ １ へ の 接 触 の 時 間 差 ） は 、 需 要 に 応 じ て 調 節 可 能 で あ る 。 可 能 な 方 法 と し て は 、 後 方 カ
ム ６ ２ 及 び 後 方 カ ム ７ ２ を 調 節 し 、 そ れ ぞ れ を カ ム 座 ６ ３ 、 ６ ４ 上 の 位 置 に 取 り 付 け る 。
こ の 種 の 設 計 で は 、 変 色 （ 糸 交 換 ） 時 、 旧 糸 を 素 早 く 元 に 戻 し て 切 断 、 新 糸 は 引 っ 張 ら れ
て 切 断 さ れ て し ま う 前 に 、 そ の 後 端 を 可 動 刀 板 箇 所 よ り 放 す こ と で 、 糸 が 引 っ 張 ら れ て 切
断 さ せ る の を 防 ぐ こ と が で き る 為 、 糸 の 切 れ 端 の 発 生 を 避 け ら れ 、 織 物 の 編 織 品 質 を 更 に
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 、 第 二 組 カ ム ７ ０ 中 前 方 カ ム ７ １ の 二 段 式 カ ム の 実 施 例 を 示 す 。 こ れ は 、 固 定 カ
ム ７ ３ 可 動 式 カ ム ７ ４ を 含 み 、 固 定 カ ム ７ ３ の 先 端 に 第 一 斜 面 ７ １ ０ を 、 可 動 式 カ ム ７ ４
に は 第 二 斜 面 ７ ３ ０ を 設 け 、 こ の 固 定 カ ム ７ ３ と 可 動 式 カ ム ７ ４ は 異 な る 高 さ に 位 置 す る
。 可 動 式 カ ム ７ ４ は 、 ボ ル ト ７ ４ １ で 前 方 カ ム ７ １ に 固 定 さ れ 、 ボ ル ト ７ ４ １ を 緩 め る と
（ 図 １ ８ 参 照 ） 、 固 定 カ ム ７ ３ に 相 対 す る 可 動 式 カ ム ７ ４ の 位 置 を 調 節 可 能 で あ る 。 前 期
糸 供 給 部 位 の い く つ か の 駆 動 連 結 棒 ５ １ の 後 方 突 出 部 ５ １ １ も ま た 、 高 低 の 異 な る 前 方 突
出 部 ５ １ ０ と ５ １ ０ ａ の ２ 種 に 分 か れ 、 こ の 前 方 突 出 部 ５ １ ０ は 固 定 カ ム ７ ３ の 第 一 斜 面
７ １ ０ に よ っ て 押 し 動 か さ れ 前 方 突 出 部 ５ １ ０ ａ は 可 動 式 カ ム ７ ４ の 第 二 斜 面 ７ ３ ０ に よ
っ て 押 し 動 か さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ７ に 、 六 色 変 色 装 置 の 例 を 示 す 。 か り に 旧 糸 を 第 六 号 糸 ６ 、 新 糸 を 第 一 号 糸 １ と し
、 織 針 が 図 中 に 示 す 捉 糸 点 ま で 移 動 し た 場 合 、 旧 糸 が 遅 す ぎ て 可 動 刀 板 ５ ０ に よ っ て 放 さ
れ る の を 防 ぐ 為 、 可 動 式 カ ム ７ ４ の 位 置 を 前 方 に 移 動 、 第 二 斜 面 ７ ３ ０ と 後 方 突 出 部 ５ １
１ の 時 間 を 図 １ ８ 中 の ｔ １ か ら ｔ ２ に 早 め る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 旧 糸 放 出 時
間 を 変 更 、 第 六 号 糸 ６ が 引 っ 張 ら れ て 切 断 さ せ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 品 の 変 色 装 置 構 造 及 び 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 の 動 作 に 関 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 品 の 変 色 装 置 構 造 及 び 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 の 動 作 に 関 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 品 の 変 色 装 置 構 造 及 び 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 の 動 作 に 関 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 品 の 変 色 装 置 構 造 及 び 糸 交 換 板 と 可 動 刀 板 の 動 作 に 関 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 関 す る 変 色 装 置 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 関 す る 駆 動 部 位 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 糸 供 給 部 位 中 第 一 部 分 の 通 常 不 作 動 位 置 （ ｎ ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に
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お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 糸 供 給 部 位 中 第 二 部 分 の 通 常 挟 糸 位 置 （ ｈ ｏ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に
お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 糸 交 換 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 可 動 刀 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 糸 交 換 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 可 動 刀 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 糸 交 換 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 可 動 刀 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 糸 交 換 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 変 色 装 置 の 連 続 作 動 図 に お け る 可 動 刀 板 の 連 続 作 動 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 糸 交 換 時 の 新 旧 糸 と 織 針 の 捉 糸 点 の 相 対 位 置 関 係 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 二 組 カ ム の 後 方 カ ム の 構 造 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ０ 　 糸 交 換 板
１ ０ １ 　 後 端
１ ０ ２ 　 突 出 部
１ １ 　 可 動 刀 板
１ １ １ 　 第 一 止 め 金
１ １ ０ 　 鈎 部
１ １ ２ 　 第 二 止 め 金
１ ２ 　 本 体
１ ２ ０ 　 前 縁
１ ３ 　 織 針 （ ｎ ｅ ｅ ｄ ｌ ｅ ）
Ｙ 　 糸
Ｙ １ 　 糸 末 端
１ 　 第 一 号 糸
６ 　 第 六 号 糸
２ ０ 　 制 御 器
２ １ 　 ト リ ガ ー
２ １ ０ 　 第 一 端
２ １ １ 　 第 二 端
２ １ ２ 　 鈎 状 位 置 回 復 部
２ １ ３ 　 第 二 枢 軸
２ １ ４ 　 第 二 鈎 部
２ ２ 　 第 一 安 全 テ コ
２ ２ １ 　 第 一 枢 軸
２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ 　 凹 部
２ ３ 　 第 二 安 全 テ コ
２ ４ 　 側 板 （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ）
２ ５ 　 導 糸 環
３ ０ 　 選 択 器
３ １ 　 可 動 部 品
４ ０ 　 糸 交 換 板
４ ０ １ 　 穿 孔
４ １ 　 第 一 連 結 棒
４ １ ０ 、 ５ １ ０ 、 ５ １ ０ ａ 　 前 方 突 出 部
４ １ １ 、 ５ １ １ 　 後 方 突 出 部
４ １ ２ 、 ５ １ ２ 　 突 起 部
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４ ２ 　 第 二 連 結 棒
４ ３ 　 第 一 弾 力 部 品
４ ４ 　 第 二 弾 力 部 品
５ ０ 　 可 動 刀 板
５ １ 　 駆 動 連 結 棒
５ ２ 　 第 三 弾 力 部 品
６ ０ 　 第 一 組 カ ム
６ １ 、 ７ １ 　 前 方 カ ム
６ ２ 、 ７ ２ 　 後 方 カ ム
６ １ ０ 　 第 一 斜 面
６ ２ ０ 　 第 二 斜 面
６ ３ 、 ６ ４ 　 カ ム 座
７ ０ 　 第 二 組 カ ム
７ ３ 　 固 定 カ ム
７ ４ 　 可 動 式 カ ム
７ ４ １ 　 ボ ル ト
７ １ ０ 、 ７ ２ ０ 　 第 一 斜 面
７ ３ ０ 　 第 二 斜 面
８ ０ 　 位 置 回 復 カ ム
８ ０ １ 　 前 段 斜 面
８ ０ ２ 　 後 段 平 面
９ ０ 　 取 付 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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